
品名・成分・乾燥時間・塗装間隔

特長

注意事項 ： 塗料を正しく使っていただくため、必ずお読みください。

Q01

取扱い上の注意 ： 塗料を正しく使っていただくため、必ずお読みください。

用具の手入れ方法

用 途
※表示の用途以外には使用しないでください。

商品名 ： 水性木材保護塗料

大阪市中央区今橋2-6-14
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品　 名：
成　 分：

乾燥時間：

塗装間隔：

合成樹脂塗料
合成樹脂（アクリル）、顔料、
防虫剤、防腐剤、防カビ剤、
紫外線吸収剤、水
約1時間（20℃）、
約2時間（冬期）
塗り重ねる時は2時間以上（20℃）

多量の水で充分に洗い、できるだけ早く医師の診察を受けてくだ
さい。
石けん水でよく洗い流し、痛みや皮膚に変化等があるときには、
医師の診察を受けてください。
無理に吐き出させないで、すみやかに医師の診察を受けてください。
作業を中止し空気の清浄な場所で安静にしてください。

★目に入ったとき

★手や肌に付着したとき 

★誤って飲み込んだとき
★気分が悪くなったとき 

■救急処置

■保管上の注意

■塗装上の注意

■木材に浸透し、木目を生かした半透
　明着色仕上げになります。
■臭いが少なく、塗りやすい水性タイプ
　ですので、塗装が初めての方・女性
　でも取り扱いが簡単です。 
■優れた木材防腐、防かび、防虫効果
　を発揮します。      
■日焼け（紫外線）による木材の色あ
　せを防止します。      

●気温5℃以下、雨天、湿度の高い（85％）時、および風が強い日には塗らないでくださ
　い。結露する季節は早め（午後3時頃）に塗り終えてください。
●次のような症状をお持ちの方は作業しないでください。
    体調の悪い人、薬品/化学品アレルギーの人、じんましん・かぶれ・気管支喘息を
　 おこしやすい人、妊娠している人など。      
●下地の色や吸い込みの度合いによって仕上がり感や色、乾燥性が左右されますの
　で目立たない所で試し塗りし、色・浸透性・下地への影響等を確認してください。
●汚れても差し支えない服装で作業し、手袋や保護眼鏡などを着用してください。
●塗装作業中、乾燥中とも換気をよくして、充分に乾燥させてください。
●充分に乾燥していない木部には塗らないでください。
●塗料が庭木・草花など植物にかからないように、金魚や魚類がいる池などに入らない
　ように注意してください。
●スプレー塗装（吹きつけ作業）は行わないでください。
●塗料やニスが塗られている面は、サンドペーパーで完全に塗膜を取り除く必要があります。
●ヤニのある箇所は、乾燥がかなり遅くなったり、場合によっては乾かないことがあります。
●本品はうすめずにご使用ください。
●やむを得ず塗料を捨てる時は、新聞紙などに塗り広げ、乾かしてから一般ゴミとして
　処分するか、当社の「残塗料処理剤」を使用してください。
●塗装本来の目的以外には使用しないでください。
●取っ手にロープをかけての持ち運び厳禁です。

・ラティス ・プランター 
・トレリス ・ガーデングッズ
・ベンチ・フェンス ・遊具
・ウッドデッキ ・パーゴラ
・羽目板・窓枠・戸袋・板べい
・ウッドクラフト・工作品など

■塗る面のゴミ、油分、
かび、ワックスなどは布
（ウエス）で取り除いてく
ださい。

■開缶前に缶を逆さま
にして揺すり、容器のふ
たに手を添えてマイナス
ドライバーで開け、底の
隅 ま々で充分にかき混
ぜます。

■使い終えたハケや用具は布（ウエス）、新聞紙
などで拭き取り、水で充分に洗い、さらに中性洗
剤入りの水で洗ってから、陰干し後、ビニール袋
に入れ保管します。

●子供の手が届かない所に保管し、誤飲、誤食をしないよう注意してください。
●塗料はふたを完全にし、容器がさびやすい所、直射日光や－5℃以下の場所を　
　避けて冷暗所に保管してください。

木部に浸透して木目を生かす
屋外木部専用塗料です。

吸い込みのない素材には塗れません。

常に水がかかる所には塗れません。
食品と接触する所、または食器が置かれ
る所には使用しないでください。
木製の鳥籠や犬小屋、または温室の内部
の木材には使用しないでください。

×

×
×

×

●プリント合板・デコラ板など化粧板
●塗料やワックスが塗られている面は
　完全に取り除く必要があります。

■塗料、ニスなどの旧塗
膜がある面はワイヤーブ
ラシなどで完全に取り除
きます。
■サンドペーパー＃240
を木目にそってかけ、下
地の調整をします。

■防虫・防腐用刷毛に
塗料を含ませ、容器の
フチでタレを調整し、木
目に沿って一定方向に
うすく塗り広げてくださ
い。1回目を塗ってから
2時間以上乾燥させ、2
回目を重ね塗りしてくだ
さい。

１.清掃

２.下地調整

３.かくはん

４.塗装

☆商品パッケージ記載内容は、商品サイズ、パッケージ制作年月によって多少異なりますのでご注意ください


